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教 育 委 員 会 だ よ り

　

日
本
城
郭
協
会
で
は
、
協
会

創
立
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て

４
月
６
日
の
〝
城
の
日
〟
に
合

わ
せ
て「
続
日
本
１
０
０
名
城
」

の
選
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
続
日
本
１
０
０
名
城
」
の

選
定
は
、
協
会
創
立
40
周
年
記

念
事
業
で
選
定
さ
れ
た
「
日
本

１
０
０
名
城
」
を
す
べ
て
登
城

し
た
１
０
０
０
名
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
参

考
に
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

全
国
の
城
マ
ニ
ア
の
人
た
ち

に
選
ば
れ
た
こ
と
で
、
勝
山
館

が
よ
り
一
層
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

　

上
ノ
国
町
歴
史
文
化
基
本
構

想
策
定
委
員
会
で
は
、
７
月

15
、
16
日
に
湯
ノ
岱
地
区
の
調

査
と
し
て
、
七
ツ
岳
（
標
高

教育委員会文化財グループまで

２ 「上ノ国昔踊り」

・上ノ国昔踊りは、戦国時代の ｢戦
勝祝い」の時に踊ったと伝えられ
ている。
・踊りは「武士の姿」の重厚さがあ
ふれ、槍を持っているかのように
踊るのが特徴。
・保存会によって継承されており、
６月に行われた文化協会主催の交
流発表会で久しぶりに披露された。

上
ノ
国
勝
山
館
が

続
日
本
１
０
０
名
城
に
認
定
さ
れ
る

区
を
調
査
し
た
の
は
、町
民
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
湯

ノ
岱
地
区
の
マ
イ
文
化
財
が
多

い
結
果
と
な
り
、
町
の
人
た
ち

の
関
心
が
非
常
に
高
い
と
い
う

理
由
か
ら
で
す
。

　

七
ツ
岳
の
現
地
調
査
で
は
、

東
北
大
学
植
物
園
八
甲
田
山
分

園
の
米
倉
浩
司（
助
教
）先
生
が

帯
同
し
、
登
山
道
の
植
生
調
査

を
し
ま
し
た
。

　

米
倉
先
生
は
、「
渡
島
・
檜

山
地
方
で
こ
れ
ま
で
に
見
つ

か
っ
て
い
な
い
植
物
も
自
生
し

て
い
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

登
山
の
後
は
、湯
ノ
岱
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
で
地
元
の
人
た
ち

と
情
報
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
情
報
交
換
会
で
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
挙
が
っ
て
い
た
ア

ユ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
熊
汁
な
ど
の

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
が

湯
ノ
岱
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
提

供
さ
れ
、
今
後
の
湯
ノ
岱
地
区

の
活
用
に
つ
い
て
膝
を
交
え
た

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
は
、
地
元
の
方

た
ち
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
充

実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

植生調査をする
米倉先生情報交換会の様子

七ッ岳の山頂にて

９
５
７
ｍ
）

や
湯
ノ
岱

地
区
の
現

地
視
察
を

行
い
ま
し

た
。

　

今
回
、

湯
ノ
岱
地

歴
史
文
化
基
本
構
想
の
一
環
で

湯
ノ
岱
地
区
の
マ
イ
文
化
財
調
査
を
実
施

「続日本100名城」の認定証

⃝⃝⃝ 連続歴史講座 ⃝⃝⃝
「レッツ！縄文体験！」
　小学生を対象とした縄文文化体験を行いま
す。上ノ国町内には、中世の遺跡だけではなく
縄文時代の遺物も多く発見されていますので、
その文化に触れてみませんか？
日　　時　８月９日(水)午前10時～午後１時
場　　所　上之国館調査整備センター
　　　　　（旧上ノ国中学校）
内　　容　縄文時代の火おこし体験
　　　　　縄文アクセサリーの制作
　　　　　みんなで作る縄文カレー
参 加 費　５００円（当日徴収します）
対象定員　小学生　先着20名
申込締切　８月４日（金）
申込・問い合わせ
　教育委員会文化財Ｇ（TEL55-2230）

「レッツ！縄文体験！」「レッツ！縄文体験！」


